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演題 ： 私はこうやっている

所属 ： ふるや糖尿病・甲状腺クリニック
氏名 ： 古家 美幸 先生
第80回全国臨床糖尿病医会学術集会 日時：2025年9月6日（土） 会場：第一ホテル両国5F 北斎

当クリニックは2019年3月7日に奈良市大和西大寺に

て開業しました。この会には堀江医院の堀江浩章先生

にご推薦いただき入会いたしました。また、開業前には

全国の糖尿病専門クリニックをいくつか見学させていた

だきました。入会後、お世話になったクリニックの先生方

がこの会のメンバーであることを知り、再びこの会でお

会いできることをたいへん楽しみに参加させていただい

ています。

私は1996年に大阪医科大学（現：大阪医科薬科大学）

医学部を卒業し、奈良県天理市にある天理よろづ相談

所病院で臨床研修を開始しました。当時、わが国でロー

テート研修ができる病院は数少なく、2年の初期研修を

終えて、後期研修は内分泌内科へ進むことに決めまし

た。そのとき内分泌内科部長であった石井均先生は糖

尿病における心理臨床のパイオニアであり、そのもとで

糖尿病臨床について学べたことは幸運でした。さらに19

99年秋に、指導医の山本壽一先生（現：かりゆし会ハー

トライフクリニック院長）が退職して沖縄へ行かれること

になり、山本先生が担当されていたヤング外来（主に思

春期および青年期の糖尿病をもつ人たちの専門外来）

を後期研修2年目の私にその大任を託されました。これ

らの出会いや出来事が、私が糖尿病診療に深く傾倒し

ていく大きなきっかけとなりました。

ヤング外来では心理社会的な問題を抱え、血糖管理

がうまくいかない人たちに接し、医療者としてどのような

援助ができるのかと思い悩んでいました。そのようなと

き、京都大学大学院教育学研究科の大学院生との共

同研究が始まり、調査面接といった形で臨床心理の方

たちと、私の患者さんを通して関わることになりました。

毎年、事例検討会を行い、医師、看護師、栄養士などの

医療者と皆藤章先生をはじめとする臨床心理の方たち

が一同に集まり、医学的観点と心理臨床的観点から、

糖尿病者の語りを振り返り、「糖尿病を抱えて生きる」こ

とについて考える貴重な学びの場となりました。これが

今日の日本糖尿病医療学学会へと発展していきました。

クリニック開院後、1型糖尿病をもつ人たちを対象にした

患者会を、懇意にしている京都の先生方と立ち上げまし

た。コロナ禍でしばらく開催ができませんでしたが、2024

年、2025年と開催いたしました。ヤング外来から診てい

る患者さんたちもクリニックに通院してくれており、25年

以上にわたるお付き合いの方も多くおられます。これか

らも糖尿病をもつ人の人生に寄り添い、お互いの人生

が幸せなものになるように精進してまいります。全国臨

床糖尿病医会の先生方には今後ともご指導を賜ります

ようお願い申し上げます。
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学術集会、開幕。学びを持ち帰り、明日の臨床につな

げるために。

日時：2025年9月6日(土) 会場：第一ホテル両国５F北斎


